
 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

出会いの季節である４月はあっという間に過ぎ、若葉が瑞々しい５月になりました。入学式、年度当初 

の保護者会では多くの方にご来校いただき、ありがとうございました。おかげさまで学年・学級・授業開 

き、諸行事、健康診断等、予定していた校内行事を滞りなく実施できました。保護者・地域の皆様方の学 

校教育活動へのご理解ご協力に、深く感謝申し上げます。５月は引き続いての健康診断や中間テスト、そ 

して大きな学校行事の一つである体育祭があります。今後も変わらぬお力添えのほどお願い申し上げます。 

 さて、先月、全国の小６・中３対象に、全国学力・学習状況調査が行われました。今年は、中３対象に 

国・数・英の３教科と生徒質問紙、そして英語は「話すこと」調査も実施しました。本校でも１８日（火） 

と２７日（木）に、３年生対象に実施しました。 

 右の表は、昨年度実施した質問紙調査の中の、「学 

校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１ 

日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾 

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている 

時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」 

という質問の結果です。調査開始年度と比べ大きな変 

化は見られない、とのことです。７割以上の生徒が１ 

日１時間以上勉強しているとのことですが、皆さんは 

どうですか。 

 また一方では、中学校国語の調査結果のポイントに、 

『根拠を明確にするために必要な情報を資料から引用 

して書くこと』『具体的な助言があればスピーチの表現を工夫することはできているが、話し方の工夫につ 

いて自分で考えること』この２点に課題がある、とあります。 

 今年の問題にも「自分がどのようにしていきたいか具体的に書きなさい」「人に紹介するための説明文 

を書きなさい」といった、内容を読み取って自分の考えを書く問題が出題されていました。いずれも社会 

を生き抜く上で必要不可欠な力について問う問題ですが、これらに対応するにはどんな力が必要でしょう 

か。まずは正確に読み取れること、聞き取れることが必要です。これは言うまでもなく読書量に左右され 

ます。１５００字程度の長文を短時間で読み取り、全体的な意味を把握する（要約する）力です。そして、 

目的をもって自分の考えを書き抜く力が必要です。自分の考えを整理し、必要な情報を引用しながら、聞 

き手の立場に立って表現する力です。この力は何度も練習しないと絶対に身に付きません。繰り返し練習 

することで、徐々に文章の組み立て方が上達したり、自分の考えをまとめる時間が短縮できたりします。 

 最終的には、勉強は自分一人で行うものです。仲間と協働して問題を解決したり、分からない問題を友 

達や先生などに聞いて理解したりしますが、最後は誰の力も借りず、自分自身の力で成し遂げて初めて、 

自分の実力になります。そんな「真剣勝負」の勉強の時間を、皆さんは１日何時間とっていますか。 

目標を持ち進んで学習できる、人の話をよく 

聞き自分の考えが言える、分かるまで出来るま 

で粘り強く取り組める、そんな創造力あふれる 

人になれるよう、ぜひ頑張ってください。 
 

＜「令和４年度全国学力・学習状況調査報告書（質問紙調査）」（国立教育政  

生徒数 

1年 163名 

2年 163名 

3年 151名 

計  477名 

【月間目標：見通しを持って生活しよう】 

1 火 
新人体育大会２ ３年租税教室 

３時間授業 ２年給食なし 

2 水 新人体育大会３ ３時間授業 

4 金 新人体育大会４ 

5 土 地区体育祭準備（午後）  

6 日 地区体育祭 

7 月 新人体育大会予備 

8 火 新人体育大会予備 諸活動停止期間 

9 水 新人体育大会予備 

10 木 新人体育大会予備 

11 金 ３年生進路学習会 

14 月 スポーツの日 

15 火 中間テスト（３時間） 

16 水 
中間テスト（３時間） 

専門委員会（後期開始） 

17 木 日本文化伝承の集い 後日受験 

18 金 
日本文化伝承の集い予備 後日受験 

中央委員会 三校推進委員会 

21 月 任命式・引継ぎ式 ふれあいデー 

22 火 市内駅伝大会 

23 水 市内駅伝大会予備 

25 金 職業講演会 

28 月 
第２回教育長学校訪問 表彰朝会 

３年・ぽぷら三者面談１ 

29 火 ３年・ぽぷら三者面談２ 

30 水 ３年・ぽぷら三者面談３ 

31 木 ３年・ぽぷら三者面談４ 

 予定は変更になることがありますのでご了承ください。 

「大地の力」「広く深い無限の力」 

校長 小林 昭生 

１０月になりました。「神無月」ですね。島根の出雲大社に全国の神々が集まり神さまがいなく

なることから「神無月」という説が一般的ですが、元々は「神の月」のようです。ちなみに出雲地

方では「神在月」と呼ばれるそうです。梅雨の時期である６月を「水無月」というのも、元々は

「水の月」とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の季節にあうと思い、現在のパナソニック（ホールディング）を一代で築き上げた経営者の

松下幸之助の「続・道をひらく」という本の中の文章を載せてみました。「経営の神様」と呼ば

れ、多くの名言を残しています。みなさんは、これを読んでどんなことを感じますか？ 

人は目立つもの、植物で言えば「花」や「実」につい目を奪われてしまいますが、松下氏の言

うように、その元になっている「大地の力」、「広く深い無限の力」をしっかりと見定める必要があ

ると思います。それは、人を見るのも同じことだと思います。その人があげている華々しい成果な

どについ目がいきがちですが、本当はその元になっている苦労や努力をしっかりと見ることが大

切だと思います。 

中学生であるみんなは、まさに苦労や努力をして、これからの「希望や夢」に向けて頑張って

いるところです。土台（＝大地の力）を作っているのです。 

新人戦が始まりました。勝つために努力をする。３年生で言えば、自分の目指す進路を決める

ために努力をする。苦しいと感じる努力から逃げずに、進んでください！ 

きっと、きれいな花を咲かせ、立派な実をつけることができるはずです。 

保護者、先生、周りの人が支えてくれます。応援しています。頑張りましょう！！ 

保護者の皆様、日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。

新人戦が始まりました。また、熱い応援をよろしくお願いいたします。 

◆多くのご参観ありがとうございました 
９月７日（土）は小学生並びにその保護者

の方も含めまして、多くの方にご来校いただ
きました。１１月も土曜日に学校公開を実施
いたしますので、ぜひ生徒たちの活動のよう
すを見ていただけたらと思います。 

【身体障害者福祉のための 
第６６回埼玉県児童生徒美術展埼葛地区展】 

 入選  
      
           
           
           
           
           
 
【2024 年度埼玉県バスケットボール協会

U14東部地区DC選手】 
 

 
【第４６回越谷市中学校英語弁論大会】 
  優良賞  
 
【令和６年度新人体育大会埼葛地区予選会体操男子】 
 ゆか 第１位 跳馬 第３位 個人総合第３位 

 
 
【越谷市内小中学校児童生徒発明創意くふう展作品の部】 
 優良賞  
          
 
【令和６年度越谷市科学教育振興展覧会】 
 埼葛推薦賞  
  金賞  
          
  銀賞  
          
 

◆新人体育大会で熱戦！ 
９月２７日（金）に新人体育大会に向けた

壮行会が行われました。それぞれの部活が新
部長の指揮のもと練習を重ね、大会への意気
込みを発表しました。当日は日本文化部も今
月行われます「日本文化伝承の集い」に向け
た思いを発表し、各部活動３年生の後輩に向
けたあたたかい拍手が、体育館をつつみまし
た。大袋中生の活躍は次号の学校だよりに掲
載予定です。 

【月間目標：期末テストにベストをつくそう】 
1 金 ３年・ぽぷら三者面談５ 

3 日 文化の日  

4 月 振替休日 

5 火 大袋中ブロック小中一貫教育発表 

6 水 ３年・ぽぷら三者面談６ 

11 月 第３回東部地区学力検査 

13 水 合唱祭 

14 木 県民の日 

15 金 開校記念日（登校日） 

16 土 学校公開日 １年スキー教室保護者会 

17 日 
大袋地区ソフトボール連盟秋季大会（１日

校庭使用不可） 

18 月 振替休業日 

20 水 特別支援学級小中交流ボッチャ大会 

21 木 ふれあいデー 

23 土 勤労感謝の日 

25 月 ３年期末テスト 諸活動停止期間 

26 火 ３年期末テスト 薬物乱用防止教室 

27 水 後日受験 

28 木 後日受験 

 

 「柿の実」（松下幸之助） 
秋の気配である。大気は清澄。空が高い。その青い空に、柿の木が腕を伸ばす。枝を伸ばす。そし

て小枝の先で、柿の実があぎやかに色づいていく。 

こどもがそれを欲しがる。樹にのぼって及び腰。竿をやたらとふりまわす。だがそうたやすくはもぎと

れない。柿の実は、小枝の先にしっかりとつながっている。その小枝は中枝に、中枝は大枝に、また、そ

の大枝は、幾星霜（いくせいそう）の年輪をきざむ枝の幹に、がっしりくいこんでいる。そしてその樹の

幹は、不動の大地に深々と根をおろしているのである。 

小枝だけで実がなるのではない。枝から幹から根を通じ、いわば大地の力が実をならしているの

である。 

柿の実を仰ぎ見て、その見事さに感嘆するのもよいけれど、同時に足もとの大地をもまた見定め

て、その広く深い無限の力にも思いをひそめたい。 

いわゆる枝葉末節（しようまっせつ）にとらわれて、大地の力を思わぬ姿は、こどもがやたらと竿を

ふりまわす姿に似ているといえよう。お互いにこんな思いで、今一度わが身をふりかえってみたい。 


